
 

発     言     通     告     書 

    令和 8年 2月 26日 

松山市議会議長 原   俊 司 殿   

  松山市議会議員 太 田 幸 伸 

次のとおり通告します。    

発言順位 ８ 受領日時 2月 26日 午前・午後 8時 45分 1 枚中 1 枚目 

質問等の方式 一問一答方式  ・  一括方式 発言時間 約 30 分 

答弁を求める者 
･市長    ･教育長    ･選挙管理委員会委員長    ･公平委員会委員長 

･農業委員会会長    ･監査委員    ･公営企業管理者 

 

No 件        名 発  言  の  要  旨 

1 ひきこもり支援について （１）令和 7年度のひきこもり等に関する調査結果の概要について問う。 

  （２）今後のひきこもりの支援施策について問う。 

   

2 高次脳機能障害について （１）過去 3年の相談状況や人数、支援の内容について問う。 

  （２）今後の理解促進等に向けた取組について問う。 

   

3 犯罪被害者等支援について （１）松山市犯罪被害者等支援条例施行後、具体的支援内容について 

   どのように検討してきたのかを問う。 

  （２）令和 8年度からの新規事業について問う。 

   

4 コミュニティ・スクールについて まつやま型及び文部科学省型のコミュニティ・スクールについて、それ 

  ぞれの実施状況と課題について問う。 

   

5 部活動の地域展開について 中学校部活動の地域展開に向けた今後の取組について問う。 

   

6 観光振興について （１）観光振興に関する条例及び基本計画の策定についての考え方や 

   スケジュールについて問う。 

  （２）広島方面からの観光誘客の状況と今後の取組について問う。 

  （３）高浜駅から松山観光港間の交通アクセスの改善について問う。 

   

   

   

   

   

   

   

   

 


